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NORDSAMFN（Nordic Committee for Military UN Matters）が出版した協力実態
に関する書籍（1986; 1993）や、邦文では香西（1991）、渡部（1991）の研究が
                                                     
1 平和維持や平和構築のための国際的活動は、国際機構によって名称が異なる。例えば北欧諸国
が関わっている活動の中でも、国連では平和維持活動（PKO）、NATO（北大西洋条約機構）では

















の軍が関わる活動に焦点をあてて検討する。第 1 節で冷戦期の国連 PKO にお
ける協力を考察し、第 2 節で冷戦後の協力体制の再編・強化について分析し、




1. 冷戦期の国連 PKO における北欧諸国間の協力 
1.1 国連 PKO への積極的要員派遣 
北欧諸国間で冷戦期に国連 PKO における協力が進んだ背景には、自国軍を
持たないアイスランド以外の北欧 4 カ国が、国連 PKO の黎明期から積極的に
要員を派遣したことがある。国連への貢献は、北欧各国の対外政策において重
視されていた。国連 PKO は、初代国連事務総長のノルウェー出身のリ （ーTrygve 
Halvdan Lie）のもとで、活動の基礎が築かれた。北欧諸国は 1948 年に第 1 次中
東戦争休戦への国際連合休戦監視機構（UNTSO）、翌 49 年に第 1 次インド・パ
キスタン戦争休戦への軍事監視団（UNMOGIP）に参加し、1950 年から朝鮮戦
争に対して送られた国連軍には医療支援を行った3。 
1953 年に第 2 代国連事務総長にスウェーデン出身のハマーショルド（Dag 
Hammarskjöld）が就任し、国連 PKO の任務が兵力引き離しや治安維持にも拡大




                                                     
3 デンマーク、ノルウェー、スウェーデンの 3 カ国が参加した。 
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3 カ国が多くの要員を派遣した。1986 年 1 月時点で、北欧各国が要員を派遣し
ていた国連 PKO と人数は、以下の表 1 の通りである。各国の人口規模から考
えると、多くの人員を派遣していたといえる。 
1946 年から 88 年の冷戦期に国連で創設され、活動を開始した PKO は 15 あ
り、そのうち北欧諸国のいずれかが要員を派遣した PKO は、表 2 の通り 13 に
上る。冷戦期においては、国連 PKO に参加した兵士の約 25％が北欧 4 カ国か
ら派遣されていた（Eknes 1994: 62）。1948〜96 年の間にスウェーデンは 26 の国
連 PKO に要員を派遣し4、カナダの 33 に次ぐ世界 2 位であり、ノルウェーは
25で 3位、デンマークとフィンランドは 19で 7位であった（Ishizuka 2016: 68）。 
 
 
表 1 北欧各国の国連 PKO への派遣要員数（1986 年 1 月時点） 
活動名 デンマーク フィンランド ノルウェ  ー スウェーデン 
国際連合休戦監視機構 




6 4 5 8 
国際連合キプロス平和維持軍 
(UNFICYP) 393 10 - 378 
国際連合兵力引き離し監視軍 
(UNDOF) - 411 - - 
国際連合レバノン暫定軍 
(UNIFIL) - 501 861 145 
合 計 411 948 882 567 
＊文民警察官を除く。 






                                                     
4 スウェーデンは国際連合西ニューギニア保安隊（UNSF）に参加していないが、UNSF としての
活動開始前には軍事監視員を派遣している（The United Nations 1996: 770）。 
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表 2 1948～88 年の北欧各国の国連 PKO 参加状況（参加は○） 
活動名 期間 ﾃﾞﾝﾏｰｸ ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ ﾉﾙｳｪｰ ｽｳｪｰﾃﾞﾝ 
国際連合休戦監視機構 
(UNTSO) 1948 ~ ○ ○ ○ ○ 
国際連合ｲﾝﾄﾞ･ﾊﾟｷｽﾀﾝ軍事監視団 
(UNMOGIP) 1949 ~ ○ ○ ○ ○ 
第 1 次国際連合緊急軍 
(UNEF I) 1956 ~ 67 ○ ○ ○ ○ 
国際連合レバノン監視団 
(UNOGIL) 1958 ○ ○ ○ ○ 
国際連合コンゴ活動 
(ONUC) 1960 ~ 64 ○ - ○ ○ 
国際連合西ニューギニア保安隊 
(UNSF) 1962 ~ 63 - - - - 
国際連合イエメン監視団 
(UNYOM) 1963 ~ 64 ○ - ○ ○ 
国際連合キプロス平和維持軍 
(UNFICYP) 1964 ~ ○ ○ - ○ 
ドミニカ国際連合事務総長代表使節団 
(DOMREP) 1965 ~ 66 - - - - 
国際連合インド・パキスタン監視団 
(UNIPOM) 1965 ~ 66 ○ ○ ○ ○ 
第 2 次国際連合緊急軍 
(UNEF II) 1973 ~ 79 - ○ - ○ 
国際連合兵力引き離し監視軍 
(UNDOF) 1974 ~ ○ ○ - ○ 
国際連合レバノン暫定軍 
(UNIFIL) 1978 ~ - ○ ○ ○ 
国際連合ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ･ﾊﾟｷｽﾀﾝ仲介ﾐｯｼｮﾝ 
(UNGOMAP) 1988 ~ 90 ○ ○ - ○ 
国際連合イラン・イラク軍事監視団 
(UNIIMOG) 1988 ~ 91 ○ ○ ○ ○ 
合 計  11 11 9 13 








ェー、スウェーデンの 3 カ国によって協議され、1963 年にはフィンランドも参
加し、国連待機軍が合同で設置されることとなった。翌年に参加予定国内で国
内法上の措置をとるとともに、国内議会の承認を得ることが求められ、1964 年






フィンランドから 725 人、ノルウェーから 1,325 人、スウェーデンから 1,600
人が提供される予定となり、4 カ国の合計 4,600 人で構成されるものであった
（香西 1991: 429）。1986 年時点ではデンマークから 950 人、フィンランドから
2,000 人、ノルウェーから 1,330 人、スウェーデンから 2,000 人という編成であ
った（NORDSAMFN 1986: 13, 14, 16, 17）。北欧各国において、国連待機軍への
参加は志願制という点は共通であったが、契約期間などは国によって異なった。 
1968 年には、国連 PKO の活動における北欧諸国間の協力を促進するため、
北欧 4 カ国で NORDSAMFN が創設された。この組織は各国の軍事関係当局で
構成され、国連 PKO の経験を活かすことによる問題解決が目的とされた。具
体的な活動内容は輸送、運営、訓練プログラム、セミナーの調整などであった
（NORDSAMFN 1986: 22-25）。 
北欧 4 カ国で訓練のコースが分担され、デンマークは憲兵隊（UN Military 
Police Course: UNMILPOC）、フィンランドは軍事監視員（UN Military Observer 
Course: UNMOC）、ノルウェーは兵站（UN Logistics Officers Course: UNLOC）お
よび移動管制員（UN Movement Control Course: UNMOVCC）、スウェーデンは
司令部幕僚（UN Staff Officers Course: UNSOC）の合同訓練コースを担当した。
他に北欧国連セミナー（Nordic UN Seminar）も開催国を交替しながら実施され
た。訓練の頻度は、年 2 回が UNMOC、年 1 回が UNMILPOC と UNSOC、2 年
に 1 回が UNLOC と UNMOVCC であり、北欧国連セミナーは 3 年に 1 回開催
された（NORDSAMFN 1986: 25）。これらの訓練には北欧諸国以外の国が参加
することもあり、排他的な制度ではなかった。 
1993 年まで実際に北欧国連待機軍として合同部隊を編成して国連 PKO に派
遣することはなかったが、訓練等での協力は促進された。また、中東での国連









る（Järvenpää 2014: 137, 139）。 
 
2. 冷戦後の協力体制の再編・強化 




スウェーデンが司令部幕僚および文民警察官（UN Civilian Police Course: 
UNPOC）であった。訓練の頻度は、年 4 回が UNMOC、年 2 回が UNSOC、年
1 回が UNMILPOC、UNLOC、UNPOC であり（NORDSAMFN 1993: 11）、1986
年時点と比較して合同訓練コースの開催頻度は高まったといえる。これらの訓












1993 年 1 月から北欧諸国の合同部隊である NORDBATT 1 が、旧ユーゴスラ
ビア・マケドニアで活動していた国際連合保護軍（UNPROFOR）に派遣された。
これは北欧諸国による初めての合同部隊の創設および派遣であった。従来の北
欧諸国による国連 PKO への参加とは異なり、4 カ国による個別の努力というよ
りも、「北欧」としての貢献であったといえる（Archer 1994: 375）。1994 年 3 月
                                                     
6 略称として NORDBATT または NORDBAT が使用されており、文献や資料によって表記が異な
るが、本稿では NORDBATT に統一して表記する。 
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時点での部隊の構成は、デンマークから 4 人7、フィランドから 330 人、ノルウ
ェーから 228 人、スウェーデンから 256 人であった。1993 年 10 月からは、旧
ユーゴスラビア領域のボスニアに展開していた UNPROFOR に、デンマーク、
ノルウェー、スウェーデンの合同部隊が NORDBATT 2 として派遣された。1994
年 3 月時点での内訳は、デンマークが 121 人、ノルウェーが 1 人8、スウェーデ
ンが 822 人であった（Bethlehem and Weller 1997: 691）。 
その他にも、NATO 主導のミッションに北欧諸国以外の国を含めた合同部隊
を派遣するなど、国際平和活動への参加における北欧諸国間の協力が進んだ9。
1995～2004 年に NATO 主導のもとボスニア・ヘルツェゴビナで展開された平和
執行部隊（IFOR）と平和安定化部隊（SFOR）に対し、1995～99 年に北欧・ポ
ーランド旅団（Nordic-Polish Brigade in IFOR and SFOR: NORDPOLBDE）、2000
～02 年には SFOR に北欧・ポーランド戦闘グループ（Nordic-Polish Battle Group 
in SFOR: NPBG）を派遣した（Jakobsen 2007: 467）。そして、2000 年に北欧諸国














                                                     
7 デンマークは既に UNPROFOR に多くの要員を派遣していたため、NORDBATT 1 への派兵人数
は限られた（NORDSAMFN 1993: 180）。 
8 ノルウェーは主に医療支援とヘリコプターの派遣を行った。 
9 詳細については、Jakobsen (2006a: 209-229; 2007) および五月女（2015b: 32-33）を参照されたい。 
10 北欧各国の安全保障防衛政策における国際平和活動の位置づけの変容については、五月女
（2014; 2015a; 2016a; 2016b; 2017）を参照されたい。 
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2.2 北欧国連待機軍から NORDAC, NORDCAPS, NORDSUP の創設へ 
冷戦終結後は国際平和活動が活発化する一方で、ヨーロッパ諸国で防衛費の
削減が進められた。北欧諸国間でも費用対効果や経費節減の面から、軍事分野
での協力の促進が目指されることとなった11。1994 年 11 月に、北欧諸国間で防
衛に関わる資材・装備の開発、調達、維持管理での協力を進めるため、NORDAC
（Nordic Armaments Cooperation）が創設された。大きなプロジェクトでは成功
しなかったが協力が進んだものもあり12、創設後の 15 年間で約 1 億ユーロが節
約されたとの報告がある（NORDEFCO 2017a）。 
また、1997 年 4 月に軍事的平和支援活動に関わる北欧諸国間の協力を促進す
るため、北欧諸国の国防大臣の合意によって NORDCAPS（Nordic Coordinated 









（Forsberg 2013: 1167）。NORDCAPS 設立までの歴史の説明においても、国際平
和活動の拡大の結果として、北欧諸国間の協力の再構築が促進されたことが示






（Security Sector Reform: SSR）と軍の能力開発（capacity building）も協力の対
象とし、実際にバルカン地域、ウクライナ、アフリカ東部での活動において北
欧諸国間の協力が実行された（Dahl 2014: 4; Järvenpää 2014: 139）。NATO が行っ
                                                     
11 NATO や EU においても、多国間で防衛での協調・分担を進め、自国のみでは困難な軍備強化
の実現や、軍備強化に伴う費用負担の軽減が目指されている。NATO では Smart Defence、EU で
は Pooling and Sharing といわれ、NATO では 2011 年以降、EU では 2010 年以降に強調されている。 





（NORDCAPS PSO Tactical Manual）に基づいたコースがあり（NATO 2017: 14）、
現在でも NORDCAPS の下での多国間の協力の成果が活かされているといえる。 
1997 年から NORDCAPS は存在していたが、2002 年 4 月にアイスランドを除








年 5 月に廃止され、2008 年 1 月から後述する EU の下での北欧戦闘グループ
（Nordic Battlegroup: NBG）に置き換えられた（Jakobsen 2007: 460-461）。 
国際平和活動での北欧諸国間の協力が活発化する中で、2005 年 10 月にスウ
ェーデンが防衛分野での北欧協力を提案し、2007 年 8 月 31 日付のノルウェー
とスウェーデンの全国紙に、両国による安全保障での協力提案が掲載された16。
ノルウェーとスウェーデンの協力計画が報告書として提示されると、他の北欧
諸国も高い関心を示し（Britz 2012: 223; Westberg 2015: 105）、2008 年からフィン
ランドが会合に参加するようになった。同年 6 月 18 日には、フィンランド、ノ
ルウェー、スウェーデン各国の主要新聞 3 紙に 3 カ国の代表者が共同で、防衛
分野での北欧協力の促進に関する意見を掲載した。デンマークとアイスランド
も協力に参加することとなり、同年11月にNORDSUP（Nordic Supportive Defence 
Structures）を創設する協定に北欧 5 カ国が署名した。NORDSUP の設立には、
NATO および EU と北欧諸国間の緊密な協力を補完する目的が明示されており
（Jakobsen et al. 2012: 4）、北欧諸国間での協力だけでなく、国際平和活動を含
めた NATO および EU との協力も視野に入れられていた。 
                                                     
13 アイスランドは 2003 年 9 月に MOU に署名し、NORDCAPS に参加した（NORDCAPS 2007）。 
14 活動期間は 2000 年 1 月から 2009 年 6 月であった。SHIRBRIG の設立の経緯および詳細につい
ては、Koops and Varwick (2008) 、一政（2002）、山下（2007）を参照されたい。 
15 1994 年に創設された。 
16 両国の軍の最高司令官（Chief of Defence）が連名で掲載した。ノルウェーとスウェーデンの間




2.3 NORDEFCO の創設 











（Stoltenberg 2009: 8, 24, 32）、国際平和活動での協力の深化・拡大への機運が生
まれた17。 
2009 年 11 月に北欧 5 カ国によって調印された覚書（MOU）によって、







2.4 NORDEFCO での協力 
NORDEFCO における北欧諸国間の協力は 5 つの分野に分けられており、そ
のうち国際平和活動に関係する分野は、人的資源と教育（Human Resources and 
Education: COPA HR&E）および実際の活動での協力（Operations: COPA OPS）
である18。COPA HR&E に設置されているワーキング・グループ（NORDEFCO 
Working Group Peace Support Operation Education & Training: WG PSO E&T）に、
国際平和活動の教育・訓練を行っている北欧各国の組織が参加し、共通の教育・
                                                     
17 報告書が提案された背景や内容の分析については、Archer（2010: 43-74）が詳しい。 
18 他の3分野は2012年までStrategic Development（COPA SD）, Capabilities（COPA CAPA）, Training & 
Exercises（COPA TR&EX）であった（Andersen 2013: 5）。 2013 年から COPA SD に代わって









国際平和活動での協力に関する教育・訓練コース（NORDEFO Peace Support 
Operations Cooperation Course: NORDEFCO PSOCC）は、フィンランドにある





NORDEFCO PSOCC 以外にも、2017 年現在で国連における協力を対象とし








平和活動を対象としている。NORDEFCO の創設以降 2017 年現在まで、アフガ
ニスタンでの活動に焦点が当てられている。現地の活動における兵站や輸送な
どの協力で、成果を上げている（Järvenpää 2014: 144-145; NORDEFCO 2017c）。 
既存の研究では、NORDEFCO の成果として訓練・教育、物資、兵站、経済
性、共同の協議・計画・決定などが挙げられており（Westberg 2015: 91, 109）、
上述の教育・訓練コースやセミナーなどの実施および現地での活動においての
                                                     
19 教育・訓練を行っている各国の組織は、FINCENT、NODEFIC（Norwegian Defence International 
Centre）、SWEDINT（Swedish Armed Forces International Centre）であり、デンマークは軍で実施さ
れている。 
20 総計で 45 のコースおよびセミナーが予定されているが、2017 年 6 月 7 日時点で 3 つのコース






3.  冷戦後の協力再編・強化の促進要因 









冷戦後の NATO および EU の変化が北欧各国の安全保障防衛政策に与えた影
響については、多くの研究が存在している。しかし、国際平和活動における北
欧協力と NATO および EU との関係を分析した既存研究は多くない21。ここで











デンマーク、ノルウェー、アイスランドは 1949 年の NATO 創設時から加盟
国であるが、軍事的非同盟政策を採っているフィンランドとスウェーデンは、
現在も NATO に加盟していない。しかし、両国は 1994 年に NATO の「平和の
ためのパートナーシップ（Partnership for Peace: PfP）」に参加し、NATO と協力
を進めることとなった。そして、実際に NATO 主導の平和支援活動において北
欧諸国間での協力が実行された。コソボ治安維持部隊（KFOR）では、フィン
                                                     








（Mazar-e-Sharif）において地方復興チーム（Provincial Reconstruction Team: PRT）
を創設した。2013 年にはフィンランド、ノルウェー、スウェーデン、ラトビア












NATO が国際平和活動で大きな役割を果たすようになり、北欧諸国は NATO の
活動に要員を派遣するようになった。このような状況を背景として、国連以外
の活動に対象を拡大した NORDCAPS が 1997 年に創設され、北欧諸国間の協調
や協力がより一層進められた。そして、実際のミッションでの協力も実行され
た（Dahl 2014: 4）。 
NORDEFCO においては、国際平和活動のみを対象としたものではないが、




3.2 EU による国際的危機管理活動の開始 
2000 年代以降は、EU における国際平和活動での協力の進展も、北欧諸国に
影響を与えている。北欧諸国には欧州石炭鉄鋼共同体（ECSC）からの原加盟
                                                     
22 デンマークの国際平和活動の特徴については、五月女（2015a）を参照されたい。 
23 フィンランドはこの NATO の軍事行動に参加しなかった。 








なったため、共同防衛を含む 4 分野での適用除外（opt-out）を EU に認めさせ、
2 回目の国民投票で賛成を得た。そのため、デンマークは EU が行う軍事活動
に参加しないこととなった。 
2000 年代に入ると、EU の共通外交・安全保障政策（CFSP）および欧州安全
保障防衛政策（ESDP）のもとで、EU としての国際的危機管理（international crisis 





のマケドニアに展開）には、デンマークを除く北欧 4 カ国が参加した（吉武 
2007: 109）。 





い（表 3 参照）。 





ッション（The European Union Training Mission: EUTM）にも、北欧諸国は要員
を派遣している。 
                                                     
25 CFSP および ESDP の発展については、五月女（2007）を参照されたい。 
26 フィンランドは NBG だけでなく、ドイツを中心とした戦闘グループにも参加した。デンマー
クは EU の軍事活動からの適用除外により、どの戦闘グループにも参加しなかった。 




PSOCC のみでなく、危機管理活動を対象としたコース（NORDEFCO Integrated 
Crisis Management Course: ICM）も、EU 主導の国際平和活動での協力を対象と
している（FINCENT 2016: 25）。また、ノルウェーの NODEFIC において
NORDEFCO の枠組みの中で実施されている、軍の配備と戦時増援に関するコ
ース（International Movement Planning Course: INTMOV P）も、国連、NATO と





表 3  EU の軍事作戦・活動への北欧各国の参加状況（参加は○） 




















- ○ - ○ 
EUFOR 
Tchad/RCA 
2008 ~ 09 
チャド、中央ア
フリカ共和国 










- ○ - ○ 
＊2017 年 8 月現在までに要員の派遣実績がある作戦・活動。 
＊EUFOR Concordia にはアイスランドも参加。 
＊EUNAVFOR は海軍を中心とした作戦・活動である。 
出所： EUNAVFOR MED（2017）, EUNAVFOR Somalia（2017）, SIPRI（2008: 133）, The Finnish 








































                                                     
28 各国の利害や貢献の度合いから、参加するプロジェクトやプログラムを自由に選択することが
可能である（Dahl 2014: 6）。 
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